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ミウラグループは、株主・投資家ならびにステークホルダーの皆様に、当社グ
ループの持続可能な社会価値の創造と中長期の企業価値向上に向けた取り組
みをお伝えするため、統合報告書を発行しています。財務・非財務の両面から、
当社グループをより深くご理解いただくための一助となれば幸いです。
対象組織
三浦工業およびすべての連結子会社を基本としています。
対象期間
2022年4月1日～2023年3月31日
（一部に2023年4月以降の活動内容を含みます）

将来見通しに関する注意事項　本報告書における業績予測などの将来に関する記述は、制作時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性その他の要因
が内包されています。したがって、さまざまな要因の変化により、実際の業績は、見通しと大きく異なる可能性があることをご承知おきください。

会計基準
別途説明がない限り、2017年3月期以前は日本会計基準、2018年3月期以
降は国際会計基準（IFRS）を適用した数値を記載しています。
参考ガイドライン
・ 国際統合報告評議会（IIRC）「国際統合報告フレームワーク」
・ 経済産業省「価値協創のための統合的開示・対話ガイダンス」
・ 環境省「環境報告ガイドライン（2018年版）」
・ Global Reporting Initiative
「GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード」

※1 三浦工業
※2 三浦工業および国内製造子会社
※3 三浦工業（支店を除く）および国内製造子会社
※4 貫流ボイラの使用年数の見直しにより、2022年3月期以降の国内市場における総蒸発量の算出方法を変更しています。
※5 国内海外連結
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編集方針

Part 1
ミウラの特長

人財

連結従業員数

6,135名
売上収益

1,583億円

営業利益

219億円

売上収益営業利益率

13.8％

国内貫流ボイラシェア※4

蒸発量ベースでのシェア率
59.1％

ミウラグループ会社数※5

29社

国内拠点／海外拠点数
国内※1

95拠点
海外

224拠点

オンラインメンテナンス
管理台数※1

約71,000台

海外売上収益比率

22.8％

国内メンテナンス
売上収益比率

31.6％

ROE

10.3％

排出物リサイクル率※3

74.9％

水使用量※3

15.8万m3

エネルギー使用量※2
（原油換算）

6,191kL

海外従業員比率

30.0％

研修受講延べ人数

3,971名

女性役職者数※1

320名

フィールドエンジニア数
国内※1

約1,200人
海外

約700人

環境 経営成績
（連結）

営業基盤

Part 2
ミウラの成長戦略

Part 3
ガバナンスの進化

10,258tCO2
CO2排出量※2
（Scope 1・2）
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